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井
出
川
流
域
で
山
腹
崩
落
発
生

崩落箇所

出川

羽広大橋

土
石
流
が
発
生

　

５
月
19
日
岡
山
地
区
井
出
川

流
域
で
長
さ
約
５
０
０
㍍
に
渡
っ

て
山
腹
崩
落
が
発
生
し
ま
し
た
。

現
地
調
査
を
進
め
る
中
、
市
は
20

日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
現

場
の
監
視
を
行
う
な
ど
警
戒
に
当

た
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
崩
落
が
発
生

　
そ
の
後
、
崩
落
現
場
で
あ
る
井

出
川
下
流
の
出
川
流
域
に
は
、
土

石
流
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る

と
し
て
、
災
害
対
策
本
部
は
20
日

午
後
７
時
、
桑
名
川
区
新
屋
・
和

水
地
籍
の
一
部
10
世
帯
26
人
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

避
難
勧
告
を
発
令

　
そ
の
後
22
日
に
は
６
波
に
及
ぶ

土
石
流
が
発
生
、
危
険
度
・
緊
急

度
が
非
常
に
高
ま
っ
た
た
め
、
同

日
午
後
２
時
45
分
、
避
難
勧
告
か

ら
避
難
指
示
に
変
更
し
ま
し
た
。

長
野
県
に
よ
り
、
土
石
流
を
感
知

す
る
セ
ン
サ
ー
や
監
視
カ
メ
ラ
、

沿
岸
へ
の
大
型
土
の
う
の
設
置
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
消
防
団
・

市
職
員
等
に
よ
る
24
時
間
の
現
地

監
視
体
制
を
確
立
、
避
難
所
へ
の

保
健
師
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

土
石
流
発
生 

避
難
指
示
へ

　

23
日
に
は
国
土
交
通
省
等
の
専

門
家
が
現
地
を
調
査
。
調
査
報
告

や
緊
急
的
対
応
を
考
慮
し
、
災
害

対
策
本
部
は
避
難
指
示
の
対
象

国
や
県
に
緊
急
事
業
要
望

　

市
は
、
県
で
設
置
し
た
、
土
石

流
を
知
ら
せ
る
セ
ン
サ
ー
の
作
動

を
よ
り
広
く
周
知
す
る
た
め
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
新
屋
地
籍
内
に

外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
や
避
難
住
宅
等
を
整
備

出川橋

桑名川砂防えん堤

一
次
応
急
対
策
が
完
了

　
セ
ン
サ
ー
や
監
視
カ
メ
ラ
、
大

型
土
の
う
の
設
置
を
行
っ
て
い
た

県
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
さ
ら
な

る
土
の
う
の
追
加
や
位
置
の
調

整
、
河
床
整
理
や
鋼
製
牛
枠
の
設

置
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
６
月
23

日
、
災
害
対
策
本
部
は
「
避
難
の

必
要
は
あ
る
が
、
緊
急
性
は
緩
和

さ
れ
た
」
と
判
断
し
、
当
該
地
区

の
「
避
難
指
示
」
を
「
避
難
勧
告
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
避
難
勧
告
と

な
っ
た
こ
と
で
、
避
難
者
は
一
時

的
に
家
へ
帰
り
や
す
く
は
な
り
ま

す
が
、「
避
難
の
必
要
が
あ
る
状
態
」

は
継
続
し
て
お
り
、
避
難
生
活
が

続
い
て
い
ま
す
。

桑名川砂防えん堤付近　4基の鋼製牛枠を設置

設
置
。
ま
た
、
旧
岡
山
小
学
校
の

教
職
員
住
宅
と
し
て
所
有
し
て
い

た
建
物
を
改
修
、
ま
た
、
コ
ン
テ

ナ
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、「
桑
名
川
住

宅
」
と
し
て
避
難
住
宅
を
新
設
。

６
月
13
日
か
ら
、
岡
山
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
避
難
を
続
け
て
い

る
４
世
帯
14
人
の
方
が
居
住
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

出川橋付近の護岸かさ上げ

羽広大橋から撮影

世
帯
10
世
帯
の
う
ち
、
６
世
帯
の

避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
立
市
長
は
、
復
旧
に

つ
い
て
県
や
国
に
対
し
て
要
望
を

行
い
ま
し
た
。
阿
部
知
事
や
、
財

務
省
を
は
じ
め
国
土
交
通
省
、
林

野
庁
、関
係
国
会
議
員
に
対
し「
新

た
な
砂
防
施
設
や
治
山
施
設
を
設

置
す
る
た
め
の
災
害
関
連
緊
急
事

業
の
速
や
か
な
採
択
と
実
施
」
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

木原稔財務副大臣に要望書を提出

井出川
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農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
６

　

夏
期
は
山
の
エ
サ
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
出
没
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
春
先

か
ら
里
山
付
近
で
の
出
没
が
多
く
、
今
後
エ
サ
不
足
と
な
る

夏
の
期
間
は
さ
ら
に
人
里
へ
と
出
没
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
に
注
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

左
記
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
ク
マ
の
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

※詳しいツキノワグマ出没等への対応については、長野県ホームページ（鳥獣対策・ジビエ振興室）
　をご覧ください。
http://www.pref.nagano.lg.jp/yasei/kensei/soshiki/soshiki/kencho/yasechoju/index.html

熊
出
没
注
意
!!

出
没
注
意

ク マ

山に入る場合は…
　○ラジオや鈴など音の出るものを持って、周囲に十分
　　注意して行動しましょう！
　○一人で入らず、携帯電話などの連絡手段を確保し
　　ましょう！
　○特に子連れの母グマは非常に神経質。子グマにも
　　絶対に近付かないようにしましょう！

農作物被害を防ぐために…
　○山沿いの藪の刈り払いを行いましょう！
　○スイカ、トウモロコシなど、食害されやすい農作
　　物は電気柵で守りましょう！
　○クマを誘う生ごみや収穫残物などを放置せず、
　　埋設など適切に処分しましょう！

二
次
応
急
対
策
実
施
へ

　
６
月
26
日
、
県
と
の
共
催
に

よ
る
地
元
説
明
会
を
岡
山
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
実
施
、
今
後
の

対
応
計
画
に
つ
い
て
県
か
ら
説

明
し
ま
し
た
。

　
二
次
応
急
対
策
と
し
て
さ
ら

に
下
流
域
の
安
全
性
を
高
め
る

た
め
、
応
急
え
ん
堤
と
リ
ン
グ

ネ
ッ
ト
の
設
置
が
決
定
。
こ
の

対
策
は
、
11
月
末
ま
で
に
設
置

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
応
急
え
ん
堤
は
、
桑
名

川
砂
防
え
ん
堤
と
、
井
出
川
と

出
川
の
合
流
点
の
間
に
設
置
す

る
予
定
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
を
数
百
個
組
み
合
わ
せ

て
造
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン

グ
ネ
ッ
ト
は
鋼
製
の
網
状
で
、

桑
名
川
砂
防
え
ん
堤
の
下
に
設

置
さ
れ
、
砂
防
え
ん
堤
か
ら
流

れ
出
た
流
木
を
食
い
止
め
る
役

割
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
リ
ン
グ

ネ
ッ
ト
は
７
月
中
に
は
設
置
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

市
と
し
て
、
こ
う
し
た
二
次

応
急
対
策
が
完
了
し
た
段
階

で
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
避
難
勧
告
の
解
除
が
可
能
か

判
断
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

災害情報の伝達経路
種　類 発令時期 住民の皆さまに求める行動

避難準備・
高齢者等
避難開始

人的被害の発生する危険性
が高まった状況

○避難に時間のかかる要配慮者は避難を開始し、その
　他の人は避難の準備を整える
○状況によっては自発的に避難を開始する

避 難 勧 告 人的被害の発生する危険性
が明らかに高まった状況

○指定緊急避難場所へ速やかに避難する
○指定緊急避難場所の避難は危険だと自ら判断する場
　合、近隣のより安全な場所や建物等への避難など、
　少しでも命が助かる可能性がある避難行動を行う

避 難 指 示
（ 緊 急 ）

人的被害の発生する危険性
が非常に高まった状況、あ
るいは既に発生した状況

○指定緊急避難場所へ緊急に避難する
○指定緊急避難場所の避難は危険だと自ら判断する場
　合、近隣のより安全な場所や建物等への避難など、
　少しでも命が助かる可能性がある避難行動を行う

緊
急
性

ご確認ください
避難準備・避難勧告・避難指示等、災害の情報は以下のような経路で市民の皆さまに伝達します。

洪水情報、避難準備、高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）等の伝達経路

飯山市災害対策本部

市民の皆さま

区　長 防災無線、広報車、緊急速報メール、ホームページなど

事 業 名 申 請 者

桑名川の大祭獅子ゆたん更新事業 桑名川の大祭祭典掛

獅子舞用ゆたん及び祭事用紅白提
灯の更新事業 福島神社祭事保存会

大深大獅子祭 法被整備事業 大深大獅子祭実行委員会

山口さくら事業 山口むらおこし委員会

今井区防災拠点整備事業 今井区

大雪だるままつり備品整備事業 秋津雪だるままつり実
行委員会

大久保区所有「山車」修繕事業 大久保区

山岸区子育て環境整備公園遊具設
置事業 山岸区

第 8回信越自然郷・五高原ロング
ライドサイクリング

信越自然郷・五高原ロ
ングライド実行委員会

斑尾高原アウトドア 2017 アク
ティビティテント購入事業

ふるさとのジャズ交流
祭実行委員会

　
「
輝
く
地
域
づ
く
り
支

援
金
」
採
択
事
業
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
金
は
、
集
落

（
区
）
等
ま
た
は
公
共
的

団
体
が
地
域
住
民
と
と
も

に
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行

う
地
域
の
活
力
を
生
み
出

す
事
業
に
対
し
交
付
す
る

も
の
で
、
6
月
26
日
行
わ

れ
た
市
の
選
定
委
員
会
に

お
い
て
、
今
年
度
は
下
記

の
10
事
業
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」採
択
事
業
が
決
定

企
画
財
政
課 

ふ
る
さ
と
応
援
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
７

「輝く地域づくり支援金」採択事業

日中国交正常化 45周年記念
日中友好交流都市中学生卓球交歓大会

飯山市代表選手を激励
　8月 3 日から 8 月 8 日に中国北京市内に
おいて「日中友好交流都市中学生卓球交歓大
会」が開催されます。飯山市は友好交流を行っ
ている中国広東省深圳市福田区との合同チー
ムを結成して参加します。（飯山市中学生男
女各 1名、福田区中学生男女各 1名　合計 4
名）
　6月 10 日（土）城南中学校体育館で選考
会が行われ、優勝した2名が代表選手に決定、
飯山市代表として本大会に臨みます。

飯山市代表選手
　畔上 巧さん （城北中学校 3年 瑞穂地区）
　佐野 来珠さん（城北中学校 3年 太田地区）

6月29日、市役所での壮行会にて

　市議会や行政の役割を学び、ふるさとへの愛着心が高ま
るきっかけにしてもらうため、子ども議会を開催します。
　子ども議会には、市内小学校から各 1名、中学校から男
女各 1名、計 11名の児童・生徒が参加し、『飯山市の将来』
等をテーマに、夢や願いを提言してもらいます。

企画財政課 企画調整係　☎ 62-3111 内線 391子ども議会を開催します
■日時　7月 31日（月）　9:00 から
■場所　飯山市役所 5階議場

　当日の模様は、ｉネット飯山でも放送される予定です。
ぜひご覧ください。
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医
療
費
の
自
己
負
担
を
低
減
す

る
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

市
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
病
院
・

調
剤
薬
局
に
提
示
す
る
と
、
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

限
度
額
（
別
表
）
以
内
に
で
き

ま
す
。
入
院
や
、
継
続
し
た
通

院
・
投
薬
で
医
療
費
が
か
さ
む

場
合
に
便
利
な
制
度
で
す
。

※
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
保

険
診
療
分
に
限
り
ま
す
。
文
書

代
、
食
事
代
、
個
室
・
寝
巻
の

使
用
料
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

８
月
は
更
新
時
期
で
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
も
、
８
月
以
降
も
引
き
続

き
必
要
な
場
合
は
、
あ
ら

た
め
て
交
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
に
つ
い
て

　
以
下
の
持
ち
物
を
ご
用

意
い
た
だ
き
、
市
役
所
の

国
保
年
金
係
窓
口
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証　

②
印
鑑　

③
本
人

確
認
で
き
る
身
分
証
明
書　

④

（
更
新
の
場
合
は
）
以
前
交
付
さ

れ
て
い
た
「
認
定
証
」

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
が
対
象

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

所得※ 901万円超 252,600 円 +
（総医療費－ 842,000 円）×1%

所得 600万円超～
901万円以下

167,400 円 +
（総医療費－ 558,000 円）×1%

所得 210万円超～
600万円以下

80,100 円 +
（総医療費－ 267,000 円）×1%

所得 210万円以下 57,600 円
住民税非課税世帯 35,400 円

（別表）１ヵ月の自己負担限度額

　
市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
古
い

保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
、
市
民

環
境
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

入
院
お
よ
び
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
分
や
食
事
代
な

ど
を
減
額
さ
れ
た
額
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　平成 29 年度の住民税課税所得額が
145万円以上の被保険者の方と、その方
と同一世帯の被保険者の方

医療費の自己負担割合

◇被保険者全員の平成 29年度の住民税
　課税所得額が 145万円未満の方　
◇平成 29年度の住民税課税所得額は
　145万円以上であるが下記に該当する
　方（要申請手続き）
①被保険者が複数いる世帯で、被保険者
　の方の収入合計額が 520万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額が 383万円未満の方　　　　　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額は 383万円を超えているが、同一
　世帯の 70歳から 74歳の方の収入額
　を含めた収入合計額が 520万円未満
　の方

【
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
7
月

31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
保
険
証
は
、
７
月
21
日
以
降

に
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

【
新
し
い
保
険
証
は
橙
色
】

　

新
し
い
保
険
証
は
橙
色
で
、
有

効
期
限
は
平
成
30
年
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
ご
確
認
い
た
だ
き
、
有
効
期
限

の
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
、
必
ず

ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

平
成
28
年
中
の
収
入
な
ど
に
基
づ

き
、左
記
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
、
判
定
に
係

る
収
入
額
や
世
帯
員
の
構
成
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し

直
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
保
険
証
の
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が

８
月
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

に
つ
い
て

負担割合が「3割」となる方

負担割合が「1割」となる方

新しい保険証の見本（色は橙色）

見本

【
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
減
額
認
定
証
も
７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。

引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る
方
に

は
保
険
証
と
は
別
に
、
長
野
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
封
筒

で
７
月
21
日
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

【
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
場
合
】

　

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市

民
環
境
課
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。（【
持
ち
物
】・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
・
印
鑑
・
免
許

証
な
ど
申
請
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明

と
な
る
も
の
）

【
交
付
対
象
と
な
る
方
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※世帯の被保険者全員の国保税基礎控除後の総所得金額

いいやま灯篭まつり実行委員会事務局（商工観光課内）☎ 62-3111 内線 213 いいやま灯篭まつり 検 索

飯山中心市街地
８月11日㊎㊗ 開催

灯篭灯篭灯篭灯篭灯篭灯篭
いいやま

灯篭灯篭灯篭
まつり

●開会セレモニー　
● IIYAMA DANCE FES!!　 
　各チームオリジナルダンスでまつりを盛
　り上げ、 いいやまから元気を発信しよう！

16:00 ～ 18:00動 ―いいやまから元気を発信！―

【灯篭演出会場】
　飯山駅周辺、文化交流館なちゅら
　本町（ぶらり広場）
　肴町（本町交差点～坂上交差点）
　飯山復活教会、飯山城址城門
　愛宕町（妙専寺）
　高橋まゆみ人形館、銀座柳通り
　・癒しの演奏（二胡・法竹）
　・ちぎり絵・絵手紙の展示
　・飯山華道会大型生花
　・灯篭スタンプラリー
　・各出店ブース、野点
　・ゆかたDE写真（ミスズ堂前）

―灯篭が灯り、癒しの演奏が始まる―静 18:00 ～ 21:00

プロジェクト
　未来への希望、自然災害復興へ
の祈りを灯篭に込め、まちなかを優

しいあかりで包みます。
　現在、灯篭作成や当日の準備、片付けなど
をお手伝いしていただける方を募集していま
す。詳しくはホームページをご覧いただくか実
行委員会までお問い合わせくだい。

　

25
回
目
の
開
催
と
な
る
飯
山

市
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
が
７
月

２
日
、
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
天
候
も
な
ん
と
か

持
ち
こ
た
え
、
県
内
外
か
ら
参
加

し
た
選
手
90
名
は
、
飯
山
の
街
を

第
25
回
飯
山
市
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
開
催

見
下
ろ
す
ジ
ャ
ン
プ
台
で
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
学
生
女
子
の
部
で

は
、
２
名
の
市
内
選
手
が
参
加
。

女
子
の
選
手
参
加
は
久
し
ぶ
り
の

こ
と
で
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

来
訪
さ
れ
る
お
客
さ
ま
を
お
出
迎
え

　
い
よ
い
よ
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
、

７
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

飯
山
駅
に
降
り
立
た
れ
た
お
客
さ

ま
を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
世
界
一
小
さ

な
商
店
街
と 

銘
打
っ
た
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
い
い
や
ま
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
同
時
開
催
。

こ
の
エ
リ
ア
な
ら
で
は
の
、
食
事
・

お
土
産
品
を
販
売
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

大会リザルトは、市ホームページ
に掲載されています。ぜひご覧く
ださい。

一般の部で優勝した作山憲斗選手

ターミナル飯山開催の様子
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愛宕町雁木通り

いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内）☎ 62-3111 内線 245 いいやま花フェスタ 検 索

第17回

花の寄せ植えや壁掛け作品などの
出展者を募集します
　花フェスタに出品いただける、寄せ植えや壁掛けを募集します。
グループをはじめ、個人の方の出品をお待ちしております。詳し
くは飯山市ホームページをご覧ください。

応募締切　9月 22日（金）

いいやま花フェスタ

参加
　募集

鉢づくりからはじめる
ミニ盆栽講習会

まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111 内線 245・246

　鉢から自分で作り、この世にひとつだけのミニ盆栽を
作ってみませんか。

【鉢づくり】
　■日時　8月 24日（木）25日（金）9月 1日（金）
　　　　　の 3日間　午後 7時から
　■場所　飯山高校陶芸室
　■講師　千坂経悦先生
【ミニ盆栽づくり】
　■日時　9月 15日（金）午後 7時から
　■場所　いいやま女性センター未来　創作室
　■講師　中澤 諭先生（サンフラワー）
参加費用　3,000 円（材料、鉢代込み）
募集人数　先着 20名
申込期間　7月 24日～ 8月 10日　定員になり次第締切り
申 込 先　飯山市役所まちづくり課（花フェスタ事務局）

1014・15
㊏ ㊐

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
花
の
「
寄
せ
植
え
」
や
「
壁
掛
け
」

な
ど
で
、
愛
宕
町
雁
木
通
り
を
華
や
か
に
演
出
す
る
い
い
や

ま
花
フ
ェ
ス
タ
「
寺
町
花
街
道
」
が
、今
年
も
10
月
14
日
㈯
、

15
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
の
ブ
ー
ス
展
示
と
あ
わ
せ
、
音

楽
祭
や
各
種
体
験
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家

族
や
お
友
達
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

会場の演出にご協力ください

鉢づくり 盆栽づくり

花フェスタへ展示 H28実行委員長賞

ピロリ菌検査
 受けてみませんか

　ピロリ菌は胃がんなど胃の病気の原因になると言われ
る細菌です。市では 30 才以上の市民がピロリ菌検査を
行うに当たり、検査費用の一部補助を行っています。
【実施期間】　平成 30年 3月 31 日まで
【対象者】
○過去に胃・十二指腸の病気の治療及び手術をしたこと
　がない方
○過去にピロリ菌検査及びピロリ菌除去をしたことがな
　い方
○現在、胃・十二指腸の病気の治療、ピロリ菌検査・除
　去をしていない方
【補助額】検査費用の内、上限 1,500 円
　　　　（補助の申請は市役所で受け付けます）
【申込み方法】
　下記の医療機関へお申し込みください。飯山赤十字病
院以外は事前に予約をお願いします。
【医療機関の一覧】

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 182

医療機関 TEL 医療機関 TEL

飯山赤十字病院 62-4195 小田切医院 62-2039

片塩医院 62-2136 清水医院 62-2351

畑山医院 67-2888 いいやま診療所 67-0100

第 20回長野県障がい者文化芸術祭
～夢・アートフェスタあづみの～

■期　日　9月 16日㊏～ 17日㊐
■会　場　安曇野市穂高会館（安曇野市穂高）
■主　催
　長野県、第 20回長野県障がい者文化芸
　術祭実行委員会
■募集作品
　絵画、手工芸、書道、写真、文芸（短歌・
　俳句・自由詩）、川柳
■応募資格
　県内に住所を有する障がいのある方
■申込締切日　8月 4日㊎
　（文芸と川柳は 8月 31日㊍）
※募集要項や出展申込書等は保健福祉課にお
　問合せください。

出展作品募集

 保健福祉課 障がい福祉係 ☎62-3111 内線189

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い

に
尊
重
し
あ
い
、
家
庭
や
学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
市
で
は

「
い
い
や
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
21
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
飯
山
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
２
名

■
任
期　

平
成
29
年
９
月
20
日
か
ら
２
年
間

■
応
募
資
格

次
の
⑴
〜
⑷
に
該
当
す
る
方

⑴
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
居
住

し
て
い
る
満
20
歳
以
上
（
年
齢
は

人
権
政
策
課 

男
女
共
同
参
画
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
2

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
を
募
集

平
成
29
年
９
月
20
日
現
在
）
の
方

⑵
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

⑶
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑷
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ

り
委
員
会
に
出
席
可
能
な
方

■
委
員
の
役
割

「
飯
山
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

の
推
進
及
び
計
画
に
関
す
る
調

査
、
検
討
及
び
提
言
等

■
報
酬　
市
条
例
で
定
め
る
額

■
募
集
締
切　
８
月
31
日
㈭

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用

紙
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い

（
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

2017信州ねんりんピック
長野県高齢者作品展

■出品者資格　
　長野県内在住の 60歳以上（昭和 33年 4月 1日以前に生
　まれた方）のアマチュアの方
■部　　門
　日本画、洋画、彫刻、手工芸、書、写真の６部門
■出品作品
　1人1点とし、出品者により創造された未発表の作品
■出品規格
　部門ごとに規格がありますので、お問合せください
■申込締切　10 月 27 日㊎
■申込方法
　出品票（所定用紙）に必要事項を記入の上、下記までお
　申込みください
■申込先
　北信保健福祉事務所　福祉課　☎ 62-3725
　市役所　保健福祉課　高齢者介護保険係
　☎ 62-3111（内線 185）

■問合先
（主催）
2017信州ねんりんピック実行委員会
（事務局）
公益財団法人
長野県長寿社会開発センター
☎ 026-226-3741

作品
　募集
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庶
務
課 

庶
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
６

宝
く
じ
の
助
成
金
で

自
主
防
災
会
の
防
災
用
具
を
整
備

　

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
に
実
施
し
て
い
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活

用
し
、
荒
船
区
自
主
防
災
会

（
秋
津
地
区
）
が
防
災
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
の
一
環
と
し
て
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

発電機、投光器、テント等を整備しました

飯
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
開
催

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
し
て
、
必
要
な
意
見
の
交
換
や

調
査
、
審
議
、
さ
ら
に
市
長
へ
の

意
見
具
申
な
ど
を
行
う
た
め
の
組

織
で
、
被
保
険
者
、
保
険
医
ま
た

は
保
険
薬
剤
師
、
公
益
を
代
表
す

る
委
員
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
24
日
、
市
役
所
で
今
年
度

最
初
の
同
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

市
長
か
ら
各
委
員
へ
の
委
嘱
書
交

付
、
会
長
、
職
務
代
理
の
選
出
と

議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
氏
名

は
敬
称
略
）
な
お
、
委
員
の
任
期

は
２
月
15
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

【
会　
　

長
】
池
田
澄
子

【
職
務
代
理
】
髙
橋
春
三

■
被
保
険
者
代
表
委
員

　

岩
村　
弘
（
飯
山
地
区
）

　
山
本
芳
幸
（
木
島
地
区
）

　

宮
本
秋
博
（
柳
原
地
区
）

　

関　

聖
二
（
常
盤
地
区
）

　
小
林
賢
一
（
太
田
地
区
）

■
保
険
医
・
保
険
薬
剤
師
代
表
委
員

　

高
橋
智
子
（
飯
水
医
師
会
）

　

服
部
達
史
（
飯
水
医
師
会
）

　

古
川
賢
一
（
飯
水
医
師
会
）

　

横
田 

純
（
飯
水
歯
科
医
師
会
）

　
三
橋
寛
一（
飯
水
薬
剤
師
会
）

■
公
益
代
表
委
員

　

岸
田　

勉

（
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

池
田
澄
子

（
飯
山
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）

　
阿
部
澄
雄

（
飯
山
市
区
長
会
協
議
会
）

　

髙
橋
春
三

（
飯
山
商
工
会
議
所
）

　

佐
藤
由
姫

（
飯
山
市
保
健
補
導
員
協
議
会
）

※
協
議
会
の
議
事
録
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１

日
本
脳
炎集

団
予
防
接
種
の
中
止
に
つ
い
て

　

昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
り
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
多

く
を
製
造
し
て
い
る
熊
本
県
の
化

学
及
血
清
療
法
研
究
所
（
化
血

研
）
が
被
害
を
受
け
、
製
造
停
止

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
近

年
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実

施
す
る
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

出
荷
調
整
が
行
わ
れ
、
全
国
的
な

ワ
ク
チ
ン
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
必
要
な
数

の
ワ
ク
チ
ン
が
確
保
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を
当
面
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
接
種
対
象
と

な
る
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
へ
は
、

今
後
の
予
定
も
含
め
、
個
別
に
通

知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、

父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
と
同

居
し
、
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

新
た
に
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、
原

則
と
し
て
児
童
が
18
歳
に
到
達
し

た
年
度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
手
当
て
の
支
給
額
】（
月
額
）

　
４
万
２
２
９
０
円
〜
９
９
８
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得

が
一
定
の
支
給
制
限
を
超
え
た
場

合
は
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
手
続
き
・
対
象
月
】

　

児
童
扶
養
手
当
は
申
請
を
受

理
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

　

新
た
に
該
当
に
な
っ
た
方
は
、

早
め
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
年

に
１
度
（
８
月
）、
更
新
の
た
め

現
況
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
後
日
通
知
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
子

ど
も
育
成
課
子
育
て
支
援
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員

と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互

援
助
活
動
を
有
償
で
行
う
会
員

組
織
で
す
。
現
在
約
50
名
の
会
員

が
お
り
、
子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
や
、

現
役
及
び
元
保
育
士
な
ど
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
、
利
用
に
関
し

不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
相
互
援
助
活
動
】

　
保
育
園
等
な
ど
へ
の
送
迎
や
時

間
外
の
児
童
の
預
か
り
、
通
院
や

社
会
的
活
動
等
へ
参
加
時
の
児
童

の
預
か
り　
な
ど

【
会
員
の
種
類
】

・
依
頼
会
員

　
生
後
３
カ
月
か
ら
12
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

・
提
供
会
員

　

自
宅
で
の
育
児
が
可
能
な
方

で
、
事
前
講
習
を
修
了
し
た
方

ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方

・
両
方
会
員

　
依
頼
・
提
供
の
両
方
を
さ
れ
る
方

【
入 

会 

金
】　
１
０
０
０
円

【
利
用
料
金
】　

・
基
本
時
間
内　
６
０
０
円
／
１
時
間

・
基
本
時
間
外　
７
０
０
円
／
１
時
間

・
送　
迎　
別
途
加
算
料
金
が
必
要

※
基
本
時
間

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
７
時
か

ら
19
時
ま
で

会
員
同
士
で
子
育
て
の
助
け
合
い

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

飯
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
内
）　
☎
62
５
０
９
１

ファミリー・サポ
ート・センター

依頼会員
（両方会員）

提供会員
（両方会員）

① 援助の申込 ② 援助の依頼

③ 事前打ち合わせ

⑥ 活動の報告

④ 援 助 活 動
⑤ 報酬の支払い

ファミリー・サポート・センターのしくみ

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
づ
け
、
自
動
車
は

車
庫
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・
保

育
園
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
畜
舎
、
蜜
蜂
飼
育
等
危
被
害
防

止
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お知
　らせ

【
防
除
剤
】

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル

【
防
除
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
水
平
方

向
30
㍍
以
内
に
他
作
物
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
、
ま
た
は
建
物
（
小
中

学
校
、
保
育
園
等
）
が
あ
る
場
合

②
風
速
が
３
㍍
以
上
に
な
っ
た
場

合
は
一
旦
休
止
、
そ
の
後
も
同
風

速
の
状
態
が
続
く
場
合

【
防
除
中
の
注
意
事
項
】

▽
防
除
農
薬
が
家
の
中
等
に
入
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防

除
の
た
め
、
朝
５
時
ご
ろ
か
ら
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の

空
中
防
除
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
７
月
27
日
㈭　
秋
津
・
木
島

・
７
月
28
日
㈮　
瑞
穂

・
７
月
31
日
㈪　
常
盤

・
８
月
１
日
㈫　
太
田

・
８
月
２
日
㈬　
柳
原

・
８
月
７
日
㈪　
外
様

・
８
月
８
日
㈫　
岡
山

・
８
月
18
日
㈮　
岡
山

農
薬
の
空
中
防
除
を
行
い
ま
す

　
な
が
の
農
業
協
同
組
合 

み
ゆ
き
支
所　
☎
62
５
６
０
０

　
農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２

八ヶ岳キッズプロジェクト
【今年の夏は親子で八ヶ岳登山】

　八ヶ岳の山小屋組織「八ヶ岳観光協会」では、県内の
お子様に八ヶ岳の豊かな自然と登山の楽しみを知ってい
ただくため、小学生以下のお子様の宿泊無料キャンペー
ンを実施します。お子様の年齢や体力に合わせたコース
もご紹介しますので、ぜひこの夏八ヶ岳へお越しいただ
き家族の絆を深めてください。

　　八ヶ岳キッズプロジェクト

■主催　八ヶ岳観光協会
■期間　平成 29年 7月 1日～ 10月 31日
■対象　長野県内にお住いの園児・小学生および保護者
■内容　対象となるお子様と保護者で、八ヶ岳の山小屋
　　　　へ宿泊する場合に、お子様の宿泊代（１泊２食付）
　　　　が無料となります。大人１名につきお子様２名
　　　　まで。

※宿泊無料チケット付きのチラシは各市町村の観光部署
へ設置していただきます。ご希望の方は窓口にてお受け
取りください。

　また登山の思い出を描いていただく「絵日記コンクー
ル」も開催。年齢別に審査し、優秀作品には地元特産物
等の贈賞も予定しています。
問合せ
　八ヶ岳観光協会（茅野市観光協会内）0266-73-8550
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野　沢
温泉村
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平 村

ゆ

野
き

観
光
交
流
都
市
情
報

　このコーナーでは、北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口
の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流都市
協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力
を感じていただき、新幹線に乗って訪れてみてはいかがでしょうか。

　冬は木島平スキー場として賑わう標高
1,351 ｍの高社山、夏用に整備されたリフト
に乗って一気に山頂へ。リフト沿いには自然
の草花が季節ごとに咲き誇り、山頂までの間、
皆さまを楽しませます。北信五岳を一望でき
る迫力の大パノラマをご覧ください。
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信州プロレスリング 10周年記念大会第 2弾
無茶フェス開催 !!

北信五岳を一望
夏の高社山展望山頂リフト運行中

　日本三大火祭りの１つ。男衆が伊夜比咩神社から神輿
と大小 7基のキリコを担ぎ出し、高さ 30メートルの大
松明に手松明を投げて点火する。

■日時　7月 29日（土）20:00 ～ 22:50
■場所　向田崎山広場（七尾市能登島向田町）
■問合せ　能登島観光協会☎ 0767-84-1113

石 川 県
七 尾 市 向田の火祭

■リフト運行日時　9:00 ～ 16:30
　8月11～16日、9月16～18日、23日、24日
　10月7～ 9日、21日、22日
　（天候により中止の場合あり）
■料金（往復）　大人 930円　子ども 510円
■問合せ　木島平観光㈱　☎ 0269-82-4404
　URL http://kijimadaira.info/

　7月 23 日（日）信州プロレスリング 10 周年記念大
会第 2弾として「無茶フェス～女子プロレス際」が開
催されます。熱い夏の思い出の一つとして栄村に足を
運んでみてはいかがでしょうか !?
　前日 22 日（土）には森
宮野原駅前において栄村
夏祭りも開催されますの
で、ぜひお越しください。

■日時　7月 23日（日）
　開場　13:00
（オープニングアクト有）
　試合開始　14:30
■場所　栄中学校体育館

　全国から37バンド約370名の演奏家が野外ジャズの聖地・
斑尾に集結。高原はジャズ一色になります。
　今年は前日の 18 日㊎、「なちゅら Summer JAZZ 2017」
を開催するほか、メイン会場では「斑尾アウトドア－ 2017」
を同時開催します。
　入場料は無料です。伝説のステージをお楽しみください。
■場所　斑尾高原スキー場 特設ステージ〔レストランチロル〕
（8月18日㊎は飯山市文化交流館なちゅらで、前売券は2,000円です）
■主催　ふるさとのジャズ交流祭実行委員会
■問合先　実行委員会事務局　☎ 64-3505 〔斑尾エルムペンション〕

斑尾ジャズ2017
8月18 日㊎ 18:00 ～ 20:30
　　19日㊏・20日㊐ 10:00 ～ 16:30

飯山市が働く若い力を応援します
新卒者必見 ! 移住定住推進課 移住定住係 ☎ 62-3111 内線 254

飯山市奨学生就職応援金
【平成29年度版】

奨学金の貸与を受けた方が市内に居住し、就労しながら返
還している場合に、予算の範囲内において補助金を交付し
ます。

■対象
平成 28年３月卒業の方で、
　①市内に住所を有する方であること
　②市税の滞納がないこと
　③奨学金の貸与を受け、返還を滞納していないこと
　④申請日から起算して 5年間市内に居住すると制約でき
　　ること
■対象となる奨学金
　①独立行政法人日本学生支援機構の奨学金
　②地方自治体の奨学金
　③その他、市長が認める奨学金
■補助内容

補助対象者 補助対象経費 補助額

市内企業に通年
就業している者

年度内に本人が
実際に返還した
奨学金

補助対象経費の 2
分の 1に相当する
額（千円未満切捨）
以内とし、5万円
限度とする

市内で起業し、
事業を行ってい
る者
飯山市から認定
新規就農者また
は特定農業者の
認定を受けてい
る者

市内企業以外の
企業に通年就業
している者

補助対象経費の 2
分の 1に相当する
額（千円未満切捨）
以内とし、3万円
限度とする

飯山市新卒者JR通勤補助金
新規学卒者※で、自身が負担する北陸新幹線または JR飯山
線の定期券代金に対し、予算の範囲内において補助金を交
付します。

■対象
北陸新幹線または JR飯山線を利用して通勤している方で、
次の全てに該当する方
　①市内に住所を有する方であること
　②平成 28年度卒業者（平成 29年 3月卒業者）
　　（平成 29年度以降も当面、事業継続予定です）
■補助対象
　①定期券の通用期間で、補助金交付対象となった最初の
　　月から 2年間を限度とします
　②定期券の購入に要する費用以内とし、ひと月あたり
　　5,000 円を上限とします
■必要書類
　①定期券の写し
　②社員証等通勤を証明するものの写し、または就労証明書
　③その他、市長が必要と認める書類
■申請方法
所定の申請書と必要書類を提出してください。

※新規学卒者…学校教育法で定める中学校、高等学
校、高等専門学校、短期大学、専修学校もしくは大学
またはこれらに属するものとして市長が認めた学校、
機関などを卒業した者

夏
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　糸魚川駅と道の駅「マリンドリーム能生」や「親不知
ピアパーク」などを結ぶシャトルバスを期間限定で運行
します。夏の行楽シーズンにレジャーや新鮮な海の幸を
お楽しみください。
■運行期間　7月 15日㊏～ 23日㊐の㊏㊐㊗
　　　　　　7月 29日㊏～ 8月 20日㊐の毎日
■コース
①糸魚川駅日本海口～能生海水浴場～マリンドリーム能
　生～糸魚川駅日本海口
　【駅出発時間】① 9:00 ② 12:00 ③ 15:05
②糸魚川駅日本海口～親不知ピアパーク～親不知レンガ
　トンネル（往復運行）
　【駅出発時間】① 10:20 ② 13:15 ③ 16:20
■料金　中学生以上 400円、小学生 200円
　　　　※１日乗り降り自由　※未就学児無料
■その他　利用者には各道の駅にて特典があります。
■問合せ　糸魚川バス㈱　☎ 025-552-0180

新 潟 県
糸魚川市

夏季限定シャトルバス
親不知・マリンドリーム号

　富山の夏を熱く盛り上げる恒例の「よさこいとや
ま」や、「越中おわら踊り」、「オジサマーロックフェス
inTOYAMA」のほか、ちびっ子に大人気の「あつまれ！
はたらくクルマ大集合！」など楽しいイベントが盛りだ
くさんです。

■日　時
　８月４日㊎ ５日㊏ ６日㊐
　　４日㊎ 18:30 ～ 20:00
　　５日㊏ 12:00 ～ 21:00
　　６日㊐ 11:00 ～ 21:00
■場　所　富山城址公園・城址大通りおよびその周辺
■料　金　無料
■問合せ　富山まつり運営委員会
　　　　　富山市観光協会☎ 076-439-0800
　　　　　富山市観光政策課☎ 076-443-2072

富 山 県
富 山 市

富山の夏の一大イベント

富山まつり

　野沢温泉村の温泉街から長坂
ゴンドラリフトで約 15 分の空中
散歩。
　標高 1,400 ｍ、街の光が届か
ない真っ暗な静寂の世界へ。晴
れた日には手が届きそうな無数
の星々が輝き、街中では見るこ
とができない光景が広がります。

ナイトゴンドラツアー

■期間　7月 29日、8月 5日、
　　　　12日、19日、26日、
　　　　（いずれも土曜日）
■時間　上り線　19:30～20:00（長坂ゴンドラリフト長坂駅）
　　　　下り線　21:00 ～ 21:30
■料金　大人：2,000 円　子供：1,000 円（中学生以下）
　　　　（ゴンドラ往復チケット・ドリンク・ガイド含）
■問合せ　㈱野沢温泉（野沢温泉スキー場）
　　　　　☎ 0269-85-3166




